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＜要旨＞ 

患者の末梢血から NK 細胞や T 細胞をアフェレーシスにより分離し、抗原をパルスした後、再び患者

血中に戻すいわゆる細胞療法は画期的な効果が証明されていないのが現状であり、その理由として、末

梢血 T細胞には、特異的 CTLが少なく、他に多様なサブセットが存在し、制御性 T細胞や、免疫抑制性

分子を発現した T 細胞などのいわゆる免疫抑制に働く細胞群が CTL の機能を抑制すると考えられてい

る。 

 われわれは、まず、癌特異的 CTLが多く存在すると考えられる消化器癌所属リンパ節から直接細胞を

サブセットに分離し、vitroで培養後に、投与する細胞療法を計画する。 

 

＜研究シーズ説明＞ 

リンパ節転移は、癌における重要な予後因子である。本来、リンパ節は、抗原提示細胞が、ナイーブ

T 細胞に抗原を提示し、特異的エフェクターT 細胞を増殖させる組織である。癌に対する宿主の免疫反

応は証明されており、抗原特異的な細胞傷害性 T細胞（CTL）が、癌拒絶の中心的役割を担っている。 

 近年、癌免疫療法としては癌ワクチンなどの研究が進んでいるが、一方患者の末梢血から NK細胞や T

細胞をアフェレーシスにより分離し、抗原をパルスした後、再び患者血中に戻すいわゆる細胞療法の研

究も本邦でもいくつかの施設で行われている。 

 しかし、細胞療法は画期的な効果が証明されていないのが現状であり、その理由として、末梢血 T細

胞には、特異的 CTLが少なく、他に多様なサブセットが存在し、制御性 T細胞や、免疫抑制性分子を発

現した T細胞などのいわゆる免疫抑制に働く細胞群が CTLの機能を抑制すると考えられている。 

 われわれは、まず、癌特異的 CTLが多く存在すると考えられる消化器癌所属リンパ節から直接細胞を

サブセットに分離し、vitroで培養後に、投与する細胞療法を計画する。 

 

＜アピールポイント＞ 

新規癌免疫療法 
 

＜利用・用途・応用分野＞ 

癌に対する新規補助療法 
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＜関連するＵＲＬ＞ 

http://www.med.osaka-cu.ac.jp/surgical-oncology/ 
 

＜他分野に求めるニーズ＞ 

細胞培養の管理 
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